
国民健康保険に
ご加入のかたへ

俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

心
映
の
投
句
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紺こ
ん

青
じ
�
う

の
空
悠
然
と
凧
泳
ぐ

池
の
面も

の
光か

げ

の
波
紋
や
春
兆
す

控
へ
め
に
花
を
点と

も

し
て
冬
桜

病
膳
に
若わ

か

布め

一
品
心
足
る

紛
れ
な
く
山や

ま

芍
し
�
く

薬や
く

の
芽
立
ち
か
な

旅
の
野
に
見
落
し
さ
う
な
三み

角す

み

草そ

う

年
女
追つ

い

儺な

の
豆
の
掌て

に
あ
ふ
れ

後
れ
毛
の
う
な
じ
の
白
し
冬
の
月

渡
邊　

一
枝

尾
崎　

和
子

木
村　

誠
一

倉
石
嘉
代
子

白
石　

凡
子

杉　

フ
ジ
エ

長
尾　

冴
子

藤
井
耿
之
介

温
ゆ

泉
疲
れ
と
い
ふ
贅ぜ

い

沢た
く

の
女め

正
月

四し

温お
ん

晴ば
れ

句く

帳
ち
�
う

に
遊
ぶ
ボ
�
ル
ペ
ン

新
調
の
ネ
ク
タ
イ
締
め
て
初
仕
事

一い
�

献こ

ん

を
供そ

な

へ
夫つ

ま

へ
の
御
慶
と
す

砕
け
散
る
終つ

ひ

の
叫
び
や
寒
の
滝

盛
り
塩し

ほ

の
鬼
門
を
守
る
実み

万ま
ん

両
り
�
う

初
碁
会
父
の
形
見
に
袖
通と

ほ

す

登
龍
門
高
み
を
目
指
し
去こ

年ぞ

今こ
と
し年

台
本
な
き
我
が
人
生
も
寒
に
入
る

背
を
丸
く
行
き
交
ふ
人
の
息
白
し

建
部
三
由
紀

長
副
美
恵
子

岩
井
ひ
さ
幸

松
岡　

蔦
枝

西
田　

真
美

今
井
三
千
代

安
田　

健
一

桂　
　

啓
子

小
野　

美
幸

山
本　

空
木

▶「図書館・歴史資料館」に
どんな期待を寄せますか。
町では「文化とまちづくり」を
担う拠点づくりを進めていま
すが、その中でみなさんに
ご意見をいただく機会を多
数計画中です。その第１弾
が「公開プレゼンテーション」
（裏表紙）。たくさんのご参加
をお待ちしています。（相原）
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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　☎22-0555

車と言えば四輪が主流ですが、
50年ほど前は「オート三輪」が町
に溢れていました。経済や技術
の発展とともに姿を消しました
が、道路が狭く悪路が多かった
当時の日本を牽引した車です。

狭道もらくらくオート三輪
提供者●香月 久生さん
撮影日●不明

雀
す
ず
め

ら
も
春
一
番
に
の
り
て
来
し

幸
せ
を
気
付
か
せ
て
く
れ
梅
開
く

春
の
雪
楽
し
み
な
が
ら
ポ
ス
ト
ま
で

守
り
継
ぎ
し
古
墳
の
森
や
囀

さ
え
ず

れ
る

蹲
つ
く
ば

踞い

の
木
の
葉
を
抱
い
て
凍
て
ゝ
を
り

堂
々
と
白は

く

寿じ
�

の
春
を
賜た

ま

ふ
母

春
光
の
一
す
じ
差
し
て
松
の
艶つ

や

も
の
の
芽
の
色
に
膨
れ
る
雨う

滴て

き

か
な

軒の

き

の
下
一
塊
な
し
て
名
残
り
雪

節せ

つ

分ぶ

ん

会え

ケ
ア
の
職
員
鬼
と
な
り

吉
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弘

千
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弘
子

大
久
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子
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子

熊
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ツ
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芳
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も
と
子
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人
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ふ
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池
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駒
女

赤
池
隣
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館
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会

二
分
咲
き
の
梅
の
鉢
抱
き
寒
風
に
夫つ

ま

は
程
よ
き
陽
だ
ま
り
探
す

賜た
ま
わ

り
し
傘さ

ん

寿じ
�

祝ゆ
わ
い

の
万
年
筆
そ
を
手
に
取
り
て
越
し
方か

た

想
う

赤
き
実
は
鳥
を
誘
う
か
庭に

わ

角す
み

の
千せ

ん

両
り
�
う

南な
ん

天て
ん

玉た
ま

い
ろ
き
わ
む

流
氷
の
季と

き

い
た
り
け
り
鶴
も
ま
た
列
島
春
の
あ
し
音
せ
ま
る

幼
き
日
夢
中
で
読
み
し
物
語
バ
ク
ダ
�
ト
に
は
夢
な
か
り
し
や

こ
の
冬
の
気
温
の
変
化
に
た
え
ら
れ
ず
ベ
�
ト
に
過
ご
す
贅ぜ

い

沢た
く

な
時と

間き

﹁
ひ
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﹂
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な
か
言
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の
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を
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の
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の
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ぬ
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も
と

の
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だ
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も
あ
ま
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の
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し
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子
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苗

三
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子
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子
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子
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会
短
歌
詠
草

狭道もらくらくオート三輪

保
険
証
の
有
効
期
限
は

「
３
月
31
日
」ま
で
で
す

国民健康保険証の
有効期限について

就職などで
新たに健康保険証
ができた場合は、
新しい健康保険
証、それまで加入
していた国民健康
保険証、印鑑をご
持参ください。

世帯の変更
転居などで国民健
康保険加入の世
帯が変更した場合
は、国民健康保険
証、印鑑をお持ち
になり、届け出を
お願いします。

退職などで
加入していた健康
保険がなくなった
場合は、加入して
いた健康保険の喪
失日が分かる書類、
印鑑、本人確認書
類が必要です。

複数必要な時
学生や施設入所な
どで保険証が複数
必要なときは、届
け出により別に交
付されます。保険
証、在学（入所）証
明書、印鑑が必要。

※必要書類以外に、委任状などが必要
　になる場合もあります。ご不明な場合
　は住民課保険係までご連絡ください。

在
、
加
入
者
が
お
持
ち
の
国
民

健
康
保
険
証（
薄
緑
色
）の
有

効
期
限
は
平
成
27
年
３
月
31

日
で
す
。
新
し
い
保
険
証
（
桃
色
）は
、
３
月

末
ま
で
に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。
不

在
や
あ
て
先
不
明
な
ど
で
保
険
証
が
お
手
元

に
届
か
ず
、
役
場
に
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
場
合
は
住
民

課
保
険
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
65
〜
74
歳

の
人
を
対
象
に
、
国
民
健
康
保
険
税（
以
下

国
保
税
）を
年
金
か
ら
天
引
き
し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
対
象
者
は
次

の
❶
〜
❸
に
該
当
す
る
人
で
す
。

❶
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
が

　

65
〜
74
歳
の
場
合（
世
帯
主
が
国
民
健

　

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
）

❷
す
で
に
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

　

き
さ
れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
人（
年
額
18

　
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
）

❸
国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
１
回
当
た
り

　

の
合
算
額
が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を

　

超
え
な
い
人

※
❶
〜
❸
に
該
当
す
る
人
は「
特
別
徴
収（
年

金
か
ら
天
引
き
）」の
対
象
で
す
が
、
本
人
の

希
望
に
よ
っ
て
、
口
座
振
替
で
の
納
付
が
選

択
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
へ
の
変

更
後
に
、
国
保
税
の
引
き
落
と
し
が
で
き
な

い
状
態
が
続
く
場
合
は
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
に
戻
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
国
保
税
は
、
国
民
健
康

保
険
世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
前
年
中
の「
総
所
得
金
額
等
」（
平
成
26

現国
民
健
康
保
険
税
を

年
金
か
ら
天
引
き
し
て
い
ま
す

こんなときは
２週間以内に
届け出を。

年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）か
ら
計
算
し
、

７
月
に
賦
課（
割
り
当
て
）
を
行
い
ま
す
。

も
し
、
世
帯
員
の
中
に
一
人
で
も
未
申
告
の

人
が
い
た
場
合
、「
本
来
軽
減
さ
れ
る
は
ず

の
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
な
い
」「
医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
時
の
自
己
負
担
限
度
額
が
高

く
な
る
」な
ど
の
不
利
益
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
人
や

所
得
が
な
い
と
い
う
人
も
、
所
得
の
申
告
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
）

択
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
へ
の
変

保
険
証
の
切
り
替
え
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
に
桃
色
の
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

今
回
は
国
保
税
の
年
金
天
引
き
や
申
告
の
お
願
い
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
税
の
適
正
な
算
出
の
た
め

所
得
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く

住民課 保険係 
☎ 22-7761

▶巻頭の防災特集を担当し
ました。資料やデータを収集
するにつれ、各震災や福岡
西方沖地震などを思い出しま
した。東日本大震災前に知り
合った宮城県のあの人は無
事だっただろうかと、今でも
気がかりです。それと同時に、
文章を書きながら自分の防災
意識と対策の低さを実感。ま
ずは自分の身の回りから整え
ていこうと思います。（荒牧）


